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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期
第３四半期
連結累計期間

第54期
第３四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 （百万円） 250,888 239,114 341,864

経常利益 （百万円） 69,935 67,938 91,405

四半期(当期)純利益 （百万円） 44,429 47,135 59,279

四半期包括利益
又は包括利益

（百万円） 21,464 67,830 57,896

純資産額 （百万円） 550,663 644,630 587,093

総資産額 （百万円） 711,112 790,027 737,957

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

（円） 647.77 687.68 864.29

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 77.2 81.4 79.3

　

回次
第53期
第３四半期
連結会計期間

第54期
第３四半期
連結会計期間

　

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

　

１株当たり四半期
純利益金額

（円） 165.20 256.68　

 (注)１  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行っておりません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から同年12月31日まで)においては、債務問題の長期

化による欧州の景気後退、中国やインドの景気拡大テンポの鈍化、米国の財政緊縮の影響などにより、

総じて世界経済の成長鈍化が顕著になりました。また、日本経済もこれらを背景として厳しい状況が続

きました。

自動制御機器事業の需要環境は、自動車産業向けでは堅調であったものの、他の業種向けでは軒並み

低調に推移いたしました。

このような状況の中で当社グループは、世界各市場で新規需要の掘り起こしに重点を置いた販売活

動を進めるとともに、事業活動全般に亘る経費支出の削減に努めてまいりましたが、世界的な景気減速

や円高の影響から、前年同四半期に比べて減収を余儀なくされました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は239,114百万円(前年同四半期比4.7％減)と

なりました。売上高の減少を主因として営業利益は59,122百万円(同19.0％減)となりましたが、為替差

損が為替差益に転じたことにより経常利益は67,938百万円(同2.9％減)となりました。また、法人税等

の負担減から四半期純利益は47,135百万円(同6.1％増)となりました。

なお、単一の報告セグメントである自動制御機器事業の売上高は237,294百万円(同4.8％減)となり、

営業利益は61,058百万円(同19.4％減)となりました。報告セグメントに含まれないその他の売上高は

1,934百万円(同5.4％増)となり、営業利益は176百万円(同12.4％増)となりました。

　
(2) 財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて52,069百万円(7.1％)増加して

790,027百万円となりました。これは主として、現金及び預金が28,465百万円、たな卸資産が10,326百万

円、有形固定資産が7,699百万円、投資その他の資産が9,555百万円それぞれ増加したことによるもので

あります。

負債は、前連結会計年度末に比べて5,467百万円(3.6％)減少して145,396百万円となりました。これ

は主として、支払手形及び買掛金が2,193百万円、流動負債その他が8,616百万円それぞれ減少したこと

によるものであります。

純資産は、円高の是正に伴い為替換算調整勘定のマイナスが21,181百万円縮少したことに加えて、利

益剰余金が37,535百万円増加したことにより、前連結会計年度末に比べて57,536百万円(9.8％)増加し

て644,630百万円となりました。

この結果、自己資本比率は81.4％となり、前連結会計年度末に比べて2.1ポイント上昇いたしました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。
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(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、10,202百万円(前年同四半期比0.9％増)で

あります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 71,869,359 71,869,359
東京証券取引所
市場第一部

権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり、単元
株式数は100株であります。

計 71,869,359 71,869,359－ －

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

－ 71,869 － 61,005 － 72,576

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

ＳＭＣ株式会社(E01673)

四半期報告書

 5/16



　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿に

よる記載をしております。

①【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 3,283,100 － 単元株式数は100株であります。

完全議決権株式(その他) (注)１普通株式 68,536,600 685,366 同上

単元未満株式 (注)２ 普通株式 49,659 － －

発行済株式総数 　 71,869,359－ －

総株主の議決権 － 685,366 －

(注)１  「完全議決権株式(その他)」の普通株式の株式数には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが所有する当社株式

55,300株が含まれております。

２  「単元未満株式」の普通株式の株式数には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

　
②【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＳＭＣ株式会社 東京都千代田区外神田四丁目14番１号 3,283,100－ 3,283,100 4.56

計 － 3,283,100－ 3,283,100 4.56

(注)  当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、3,283,560株であります。また、この他に従業員持株会支援信託Ｅ

ＳＯＰが所有する当社株式が51,200株あり、当第３四半期における四半期連結財務諸表において、自己株式として

認識しております。

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであ

ります。

(役職の異動)

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役 経理部長 取締役 経理部長 大橋栄次 平成24年７月１日

常務取締役 製造本部副本部長 取締役 製造第３部長 佐竹正彦 平成24年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１

日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、清陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 220,366 248,831

受取手形及び売掛金 ※
 84,341

※
 81,705

有価証券 3,959 1,495

商品及び製品 67,213 74,301

仕掛品 13,620 16,393

原材料及び貯蔵品 89,737 90,202

その他 23,404 23,487

貸倒引当金 △1,620 △671

流動資産合計 501,022 535,744

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 41,232 44,252

機械装置及び運搬具（純額） 23,219 24,233

土地 22,434 23,647

その他（純額） 8,752 11,206

有形固定資産合計 95,640 103,339

無形固定資産 3,049 3,141

投資その他の資産

投資有価証券 29,177 32,076

保険積立金 99,666 103,884

その他 10,282 12,753

貸倒引当金 △879 △913

投資その他の資産合計 138,246 147,801

固定資産合計 236,935 254,282

資産合計 737,957 790,027
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 49,278

※
 47,085

短期借入金 23,730 29,798

未払法人税等 9,937 11,742

引当金 － 4,485

その他 32,798 24,182

流動負債合計 115,745 117,293

固定負債

長期借入金 9,346 3,296

退職給付引当金 12,008 11,174

役員退職慰労引当金 733 729

その他 13,030 12,902

固定負債合計 35,119 28,103

負債合計 150,864 145,396

純資産の部

株主資本

資本金 61,005 61,005

資本剰余金 72,677 72,681

利益剰余金 538,935 576,471

自己株式 △43,221 △43,903

株主資本合計 629,397 666,254

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 543 12

為替換算調整勘定 △44,584 △23,403

その他の包括利益累計額合計 △44,041 △23,391

少数株主持分 1,736 1,766

純資産合計 587,093 644,630

負債純資産合計 737,957 790,027
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 250,888 239,114

売上原価 127,113 132,130

売上総利益 123,775 106,984

販売費及び一般管理費 50,773 47,862

営業利益 73,001 59,122

営業外収益

受取利息 2,716 3,238

為替差益 － 3,993

その他 1,567 2,302

営業外収益合計 4,284 9,534

営業外費用

支払利息 259 243

為替差損 6,851 －

その他 239 475

営業外費用合計 7,351 718

経常利益 69,935 67,938

特別利益

固定資産売却益 93 47

投資有価証券売却益 18 115

厚生年金基金代行返上益 11,167 －

その他 3 48

特別利益合計 11,282 211

特別損失

固定資産除却損 139 148

退職給付制度改定損 7,746 －

その他 2,798 123

特別損失合計 10,684 271

税金等調整前四半期純利益 70,533 67,878

法人税等 26,078 20,708

少数株主損益調整前四半期純利益 44,454 47,169

少数株主利益 25 34

四半期純利益 44,429 47,135
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 44,454 47,169

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 226 △527

為替換算調整勘定 △23,217 21,189

その他の包括利益合計 △22,990 20,661

四半期包括利益 21,464 67,830

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 21,476 67,785

少数株主に係る四半期包括利益 △12 45
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

  なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。
　

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

(税金費用の計算)

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

  なお、一部の連結子会社の税金費用については上記の見積実効税率に代えて法定実効税率により計算し、繰延税金

資産については回収見込額を合理的に見積り、その範囲内で計上しております。
　

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  ※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が当第３四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 1,776百万円 1,382百万円

支払手形 9　 2　

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次

のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

減価償却費 8,554百万円 8,313百万円

　
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 4,115 60平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月９日
取締役会

普通株式 4,115 60平成23年９月30日 平成23年12月１日 利益剰余金

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)
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  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 4,801 70平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年11月９日
取締役会 (注)

普通株式 4,797 70平成24年９月30日平成24年12月４日利益剰余金

(注) 従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが所有する当社株式につきましては、会計上は自己株式として認識しているため、

当該株式に対する配当金３百万円は、上記配当金の総額には含めておりません。

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)１ 合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３自動制御機器事業

売上高 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 249,164 1,724 250,888 － 250,888

  セグメント間の内部売上高

  又は振替高
－ 111 111 △111 －

計 249,164 1,836 251,000 △111 250,888

セグメント利益 75,742 156 75,899 △2,897 73,001

(注)１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業倉庫業を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△2,897百万円には、報告セグメントに帰属しない一般管理費中の全社費用△2,897百万

円を含んでおります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)１ 合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３自動制御機器事業

売上高 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 237,294 1,820 239,114 － 239,114

  セグメント間の内部売上高

  又は振替高
－ 114 114 △114 －

計 237,294 1,934 239,229 △114 239,114

セグメント利益 61,058 176 61,234 △2,111 59,122

(注)１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業倉庫業を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△2,111百万円には、報告セグメントに帰属しない一般管理費中の全社費用△2,111百万

円を含んでおります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 647円77銭 687円68銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 44,429 47,135

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 44,429 47,135

普通株式の期中平均株式数(千株) 68,587 68,541

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２  当第３四半期連結累計期間に係る普通株式の期中平均株式数については、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが所

有する当社株式を控除して算定しております。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

(1) 平成24年11月９日開催の取締役会において、第54期事業年度(平成24年４月１日から平成25年３月31日

まで)の中間配当に関し次のとおり行うことを決議いたしました。

中間配当による配当金の総額………………4,801百万円

１株当たりの金額……………………………70円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日……平成24年12月４日

(注)１  中間配当による配当金の総額には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが所有する当社株式に対する配当金３百

万円が含まれております。

２  平成24年９月30日現在の株主名簿に記録された株主又は登録質権者に対し、支払いを行いました。

　

(2) 上記のほかには特記すべき事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

ＳＭＣ株式会社

取締役会  御中

　

清 陽 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士 斉藤　　 孝 ㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士 石井　 和人 ㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士 尾関   高徳㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＭ
Ｃ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成
24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月
31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＭＣ株式会社及び連結子会社の平成24年12
月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注)１  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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